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【第 1問】　代謝と代謝を進める酵素に関する次の文章を読み、以下の問い（問 1～問 4）
に答えよ。（解答番号　 1 － 10 ）

生体内では、物質の合成や分解などさまざまな化学反応が行われている。このような生
体内における化学反応をまとめて、代謝という。
代謝のなかで、複雑な有機物を分解してエネルギーを取り出す作用を（　ア　）とい
う。（　イ　）は（　ア　）の代表的な例である。生物は、（　ア　）によって取り出した
エネルギーを用いて、いったんATPを合成する。（1）ATP は「エネルギーの通貨」とも
いわれており、細胞内でのさまざまなエネルギーの受け渡しにはたらく物質である。一
方、簡単な物質からより複雑な物質を合成して、物質内にエネルギーを蓄える作用を
（　ウ　）という。二酸化炭素と水から有機物を合成する（　エ　）は（　ウ　）の代表
的な例である。
化学反応の前後で、それ自体は変化することなく、化学反応を促進する物質を（　オ　）

という。代謝はさまざまな酵素が（　オ　）としてはたらいている。酵素は（　カ　）で
できており、細胞内でつくられる。酵素が作用する相手の物質を（　キ　）といい、酵素
の活性部位にぴったりと合う（　キ　）としか反応しない性質を（　キ　）特異性という。
細胞内ではたらいている酵素は、それぞれ特定の場所に存在している。たとえば、

（　イ　）に関連した酵素群は主に（　ク　）にあり、（　エ　）に関連した酵素群は主に
（　ケ　）にある。

問 1　文章中の空欄（ア）～（エ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑨のう
ちからそれぞれ一つずつ選べ。　ア　 1 　　イ　 2 　　ウ　 3 　　エ　 4

①　シナプス
②　ポンプ
③　マトリックス
④　クリステ
⑤　酵素
⑥　同化
⑦　異化
⑧　呼吸
⑨　光合成
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問 2　文章中の空欄（オ）～（キ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑨のう
ちからそれぞれ一つずつ選べ。　オ　 5 　　カ　 6 　　キ　 7

①　タンパク質
②　DNA
③　RNA
④　炭水化物
⑤　脂質
⑥　基質
⑦　浸透圧
⑧　触媒
⑨　拡散

問 3　文章中の空欄（ク）、（ケ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑨のうち
からそれぞれ一つずつ選べ。　ク　 8 　　ケ　 9

①　核
②　ゴルジ体
③　シナプス
④　ミトコンドリア
⑤　DNA
⑥　RNA
⑦　唾液
⑧　滑面小胞体
⑨　葉緑体
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問 4　文章中の下線部（ 1）で、ATPを介したエネルギーの受け渡しに関する説明とし
て最も適当なものを、次の①～⑨のうちから一つ選べ。　 10

①　ATPとリン酸が結合しADPが合成されるときにエネルギーが貯えられる。
②　ADPとリボースが結合しATPが合成されるときにエネルギーが貯えられる。
③　ADPとアデニンが結合しATPが合成されるときにエネルギーが貯えられる。
④　アデニンとリン酸が結合しATPが合成されるときにエネルギーが貯えられる。
⑤　ATPがADPとリン酸に分解されるときにエネルギーが放出される。
⑥　ATPがアデニンとリン酸に分解されるときにエネルギーが放出される。
⑦　ATPがアデニンとリボースに分解されるときにエネルギーが放出される。
⑧　ADPがアデニンとリン酸に分解されるときにエネルギーが放出される。
⑨　葉緑体では、光エネルギーを利用してATPとリン酸からADPが合成される。
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【第 2問】　生物のふえ方に関する次の文章を読み、以下の問い（問 1～問 4）に答えよ。
（解答番号　 11 － 20 ）

生物のふえ方には、有性生殖と無性生殖がある。有性生殖では、（　ア　）によってつ
くられる両親の（　イ　）が（　ウ　）することで新しい個体がつくられる。それぞれの
（　イ　）には両親由来の遺伝情報が含まれていて、これが組み合わさってひとつの個体
となるため、有性生殖でつくられる子は両親とは異なる遺伝情報をもつことになる。遺伝
情報を担うDNAは核内において染色体として存在している。ヒトの場合、両親から23本
ずつ染色体を受け継ぐため、体細胞が持つ染色体は46本である。両親から受け継いだ同じ
染色体は対をなして存在しており、このような対をなす染色体を（　エ　）染色体とい
う。46本の染色体のうち 2本は雌雄の決定に関与する染色体であり、（　オ　）染色体と
呼ばれる。一方、（　オ　）染色体を除いた44本の染色体は（　カ　）染色体と呼ばれ、
雌雄で共通してみられる。

問 1　文章中の空欄（ア）～（ウ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑧のう
ちからそれぞれ一つずつ選べ。　ア　 11 　　イ　 12 　　ウ　 13

①　配偶子
②　接合子
③　始原生殖細胞
④　対合
⑤　減数分裂
⑥　体細胞分裂
⑦　分裂
⑧　接合
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問 2　文章中の空欄（エ）～（カ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑨のう
ちからそれぞれ一つずつ選べ。　エ　 14 　　オ　 15 　　カ　 16

①　同型
②　相同
③　二価
④　異形
⑤　常
⑥　ホモ
⑦　ヘテロ
⑧　性
⑨　対合

問 3　生物のふえ方に関する記述として適当なものを、次の①～⑦のうちから二つ選べ。
　 17 　　 18 　（順不同）

①　体細胞分裂において、娘細胞の核相は母細胞の半分になる。
②　ヒトの場合、単相（n）の染色体数は23本である。
③　減数分裂では、 1つの母細胞から 2つの娘細胞が生じる。
④　減数分裂において、第一分裂期における細胞あたりの相対的なDNA量は G1期

の 2倍、第二分裂期の半分である。
⑤　ヒトにおいて、性別を決定する遺伝子が存在する染色体はY染色体である。
⑥　サツマイモの根など植物の栄養器官の一部から新しい個体が生じるふえ方を分裂
という。

⑦　ヒトの配偶子は同型配偶子である。

問 4　図において、体細胞分裂と減数分裂におけるDNA量の変化を表すグラフとして最
も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つずつ選べ。
体細胞分裂　 19 　　減数分裂　 20

①　a
②　b
③　c
④　d
⑤　e
⑥　f
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【第 3問】　植物の発生のしくみに関する次の文章を読み、以下の問い（問 1～問 4）に答
えよ。（解答番号　 21 － 30 ）

被子植物のおしべでは花粉が、めしべでは胚のうがつくられる。花粉と胚のうでは、そ
れぞれ配偶子ができ、両者が受精することで新しい個体を生じる。
おしべのやくの中で、 4個の細胞からなる花粉四分子がつくられる。さらに、それぞれ
の細胞が、不均等な体細胞分裂によって、（　ア　）と（　イ　）になり、その後、成熟
した花粉が形成される。また、めしべの胚珠の内部では、 4個の細胞が生じる。そのうち
3個の細胞は退化・消失し、残りの 1個が（　ウ　）となる。（　ウ　）では、核分裂に
より 8個の核が生じる。そのうち 6個の核のまわりで細胞質分裂が起こり、胚のうが形成
される。
めしべの柱頭に花粉が付着すると、花粉が発芽して胚珠に向かって花粉管が伸び始め
る。被子植物では、このとき（　イ　）が体細胞分裂を行い、 2個の（　エ　）となる。
花粉管の中を移動してきた（　エ　）の 1個が卵細胞と融合し、受精卵となる。このと
き、もう 1個の（　エ　）と中央細胞が融合して、胚乳細胞となる。胚乳細胞は、その
後、（1）胚乳となる。

問 1　文章中の空欄（ア）～（エ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑧のう
ちからそれぞれ一つずつ選べ。　ア　 21 　　イ　 22 　　ウ　 23 　　エ　 24

①　花粉母細胞
②　花粉管細胞
③　胚のう母細胞
④　胚のう細胞
⑤　雄原細胞
⑥　精細胞
⑦　助細胞
⑧　反足細胞
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問 2　文章中の下線部（ 1）に関して、有胚乳種子に該当する植物どうしの組み合わせ、
および、無胚乳種子に該当する植物どうしの組み合わせとして最も適当なものを、次
の①～⑧のうちからそれぞれ一つずつ選べ。
有胚乳種子どうしの組み合わせ　 25 　　無胚乳種子どうしの組み合わせ　 26

①　カキ　－　イネ
②　カキ　－　ソラマメ
③　ナズナ　－　カキ
④　ナズナ　－　イネ
⑤　エンドウ　－　イネ
⑥　エンドウ　－　ナズナ
⑦　クリ　－　トウモロコシ
⑧　クリ　－　イネ

問 3　被子植物の配偶子形成において、2 n の核相と 3 n の核相をもつ最も適当なものを、
次の①～⑦のうちからそれぞれ一つずつ選べ。　 2 n　 27 　　 3 n　 28

①　花粉四分子
②　雄原細胞
③　花粉管核
④　胚乳核
⑤　助細胞
⑥　反足細胞
⑦　珠皮
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問 4　植物の器官分化に関する記述として誤っているものを、次の①～⑥のうちから二つ
選べ。　 29 　　 30 　（順不同）

①　植物は、種子の段階で茎頂分裂組織としてはたらく幼芽と、根端分裂組織をもつ
幼根をもっている。

②　茎の先端にあるものを茎頂分裂組織といい、根の先端にあるものを根端分裂組織
という。

③　茎と根の維管束を構成する木部と師部の間には、クチクラ層という分裂組織があ
る。

④　植物の体を大きくとらえると、茎頂と根端を結ぶ軸を中心として、放射状に対称
となるように器官や組織が配置されている。

⑤　葉の表側付近には海綿状組織があり、葉の裏側付近にはさく状組織がある。
⑥　茎には、葉でつくられた栄養分を通す師管と根で吸収した水や無機塩類を通す道
管がある。
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【第 4問】　体内環境の維持、および生物の環境応答に関する次の文章（A・B）を読み、
以下の問い（問 1～問 6）に答えよ。（解答番号　 31 － 40 ）

A　ヒトのからだは、損傷を受けて出血した場合でも、傷が小さければ自然に止血する。
これは血液が凝固して傷口をふさぐからである。外傷によって出血すると、まず、血管の
破れた所に（　ア　）が集まってかたまりをつくる。次に、（　ア　）から放出される凝
固因子と、（　イ　）中に含まれる凝固因子のはたらきで、（　ウ　）と呼ばれる繊維状の
タンパク質の形成を促す。（　ウ　）は網状につながって血球を絡め、かたまり状の血ぺ
いとなる。血ぺいが傷口をふさぎ、止血される。
損傷した血管は、血ぺいにより止血されている間に修復される。血管が修復されると、
血球を絡めとめていた（　ウ　）が、酵素のはたらきにより溶かされ、血ぺいや血栓は消
滅する。このように固まった血液が溶ける反応を線溶という。ヒトの体の中では、血液凝
固と線溶が繰り返されていて、そのバランスが崩れると（1）血栓が発達して血管に詰まっ
たり、出血が起こったりするなど、体液の循環が損なわれる。
採血した血液を試験管に入れておくと、血液はやがて凝固し、血ぺいを生じる。このと
き、血ぺいとならない淡黄色の液体は、（2）血清と呼ばれる。

問 1　文章中の（ア）～（ウ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑥のうちか
らそれぞれ一つずつ選べ。　ア　 31 　　イ　 32 　　ウ　 33

①　赤血球
②　白血球
③　血小板
④　血しょう
⑤　トロンビン
⑥　フィブリン

問 2　文章中の下線部（ 1）のしくみで生じる疾患として最も適当なものを、次の①～⑤
のうちから一つ選べ。　 34

①　糖尿病
②　心筋梗塞
③　花粉症
④　後天性免疫不全症候群
⑤　関節リウマチ
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問 3　文章中の下線部（ 2）に関する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちか
ら一つ選べ。　 35

①　血清中には弱毒化した抗原が多く含まれる。
②　血清療法は予防接種として活用される。
③　血清療法はパスツールによって開発された。
④　血清中には毒素を無毒化する物質が含まれる。
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B　ヒトの神経系には、脳と脊髄からなる中枢神経系と、中枢神経系とからだの各部との
間をつないでいる末梢神経系がある。
ヒトの脳は、大きく大脳・小脳・脳幹の3つに分けることができ、脳幹は、間脳、（3）中脳、
橋、延髄からなる。脊髄は、からだの各部と脳を結ぶ連絡路としての役割を果たすととも
に、（4）脊髄反射の中枢である。
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のうりょう

視床
視床下部

脳下垂体
脳幹

脊髄

図

問 4　文章中の下線部（ 3）は図のどの部位に該当するか。最も適当なものを次の①～⑥
から一つ選べ。　 36

①　A
②　B
③　C
④　D
⑤　E
⑥　F
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問 5　文章中の下線部（ 3）のはたらきとして適当なのはどれか。次の①～⑦のうちから
二つ選べ。　 37 　　 38 　（順不同）

①　からだの平衡を保つ中枢
②　姿勢保持に関わる中枢
③　思考・記憶などの複雑な精神活動の中枢
④　おう吐・だ液分泌の中枢
⑤　眼球運動の中枢
⑥　随意運動の中枢
⑦　呼吸運動の中枢

問 6　文章中の下線部（ 4）に該当する反射として適当なのはどれか。次の①～⑥のうち
から二つ選べ。　 39 　　 40 　（順不同）

①　膝蓋腱反射
②　瞳孔反射
③　くしゃみ反射
④　だ液分泌
⑤　屈筋反射
⑥　咳嗽反射
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【第 5問】　生態系とバイオームに関する次の文章（A・B）を読み、以下の問い（問 1～
問 5）に答えよ。（解答番号　 41 － 50 ）

A　生物にとっての環境は、温度・光・水・大気などからなる非生物的環境と、同種およ
び異種の生物からなる（　ア　）に分けて考えることができる。生物と非生物的環境を物
質循環という観点から 1 つのまとまりとしてみるとき、これを（　イ　）といい、
（　イ　）内で非生物的環境が生物に影響をおよぼすことを（　ウ　）、生物が非生物的環
境に影響をおよぼすことを（　エ　）という。
また、（　イ　）では、（1）タンポポを食べるノウサギがイタチに食べられるといったよ

うに連続的な食う－食われるの関係がみられる。このようなつながりは食物連鎖と呼ば
れ、植物を出発点とする食物連鎖の各段階を栄養段階という。

問 1　文章中の空欄（ア）～（エ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑨のう
ちから一つずつ選べ。　ア　 41 　　イ　 42 　　ウ　 43 　　エ　 44

①　かく乱
②　生物的環境
③　相利共生
④　ハレム
⑤　作用
⑥　環境形成作用
⑦　相変異
⑧　間接効果
⑨　生態系

問 2　文章中の下線部（ 1）を栄養段階でみるとノウサギを表すのはどれか。最も適当な
ものを次の①～⑥のうちから一つ選べ。　 45

①　一次消費者
②　ワーカー
③　二次消費者
④　生産者
⑤　劣位の個体
⑥　ヘルパー
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B　地球上には、相観によって区分されるさまざまなバイオーム（生物群系）が成立して
いる。以下の図は、年平均気温を横軸に、年降水量を縦軸にとってバイオームとの関係を
示したものである。
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問 3　図中の（オ）、（カ）のバイオームの特徴を示すものとして最も適当なものを、次の
①～⑤のうちからそれぞれ一つずつ選べ。　オ　 46 　　カ　 47

①　森林の成立に必要な年降水量よりも雨量が少なく、乾季が数ヶ月に及ぶ。乾燥に
強いイネのなかまが優占し、背丈の低い樹木が点在する。

②　夏に葉をつけ、秋に紅葉、冬に落葉するブナやミズナラなどの落葉広葉樹が優占
し、冬の寒さが厳しい冷温帯地域である。

③　サボテンのように厳しい乾燥に適応した植物が点在するか、ほとんどみられな
い。

④　年平均気温が 0℃前後と寒さの厳しい亜寒帯地域で、葉の面積が狭い針葉樹が優
占する。

⑤　雨季に緑葉をつけ、乾季に落葉するチークなどの落葉広葉樹が優占し、雨季と乾
季がある地域である。
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問 4　図中の（キ）のバイオームに生息している代表的な動物として適当なものを、次の
①～⑨のうちから二つ選べ。　 48 　　 49 　（順不同）

①　オランウータン
②　ヒグマ
③　モウコノウマ
④　アメリカバイソン
⑤　アジアゾウ
⑥　トナカイ
⑦　ヒトコブラクダ
⑧　ライオン
⑨　シベリアトラ

問 5　次の表 1は X市の月別の平均気温（℃）のデータ、表 2は日本のバイオームと暖
かさの指数をしめしている。X市のバイオームとして最も適当なものを、次の①～④
のうちから一つ選べ。　 50

表 1

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
平均
気温
（℃）

−4.9 -5.7 -2.1 5.5 10.6 15.2 18.8 20.6 15.1 10.2 2.8 -6.5

表 2

バイオーム 暖かさの指数
亜熱帯多雨林 180～240
照葉樹林 85～180
夏緑樹林 45～85
針葉樹林 15～45

①　亜熱帯多雨林
②　照葉樹林
③　夏緑樹林
④　針葉樹林


